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わが家の防災メモ

　  いざというときの連絡先

　  避難所

　  マイ・タイムライン（避難行動計画）

※災害状況の進展により必ずしもこの順番で情報がでるとは限りません。
　状況に応じた柔軟な対応が重要です。

記入欄 「いつ避難する？」「いつ何をする？」
例）非常持出品を再確認しておく〔みんな〕

例）避難所を再確認しておく〔みんな〕

例）親戚の家に車で避難する〔おばあちゃんとお母さん〕

例）○○小学校へ避難する〔お父さんと子どもたち〕
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度

高

大雨が予測
される時
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洪
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　災害による被害を少しでも軽減するために、自分の命は自分で守る「自助」、地域の安全は地
域で守る「共助」とともに、行政が行う防災対策である「公助」が防災・減災の基本になります。

目　次

はじめに

防災・減災の基本

洪　水

　  内水氾濫と外水氾濫

　  大雨によって想定される被害

　  土砂災害の種類

　「岸和田市総合防災マップ」は、市民の皆さんが地域の防災を考えるため
に役立つ情報をまとめたものです。もしもの時に少しでも被害を軽減する
ため、岸和田市で想定される災害と被害を知り、対策を考え、実際にでき
ることから取り組んでみましょう。

岸和田市で
想定される災害

洪　水 土砂災害

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊） 土石流 地すべり

高　潮

地震（揺れによる建物の倒壊等） 津　波 液状化

台風による大雨や局地的
大雨、集中豪雨等により、
河川の氾濫が発生しま
す。

■ 住民の役割

■ 事業所の役割

●協力して消火・救出活動
●地域防災活動の推進

■ 行政の役割
●防災マップ等の作成および公表
●被害想定・被害軽減策の検討
●地域防災体制の仕組みづくり

■ 住民の役割
●落ち着いて自分の身を守る
●家族を守る
●地域の地震や洪水について知る
●防災知識を身につける
●災害・被害情報の収集

●顧客、従業員等の安全確保
●地域との助け合い

山やがけ地では大雨等
による土砂災害が発生
します。

台風等の強い低気圧に
より、海沿いの地域で
は高潮による被害が発
生します。

上町断層帯による地震や南海
トラフ巨大地震が発生すると、
岸和田市内全域で建物の倒壊
等大きな被害を及ぼします。

ため池
ため池の整備規模を上回る大
雨や大地震が発生した場合、
ため池の堤体が損傷を受け、
ため池の氾濫が発生します。

南海トラフ巨大地震が発
生した場合、海沿いの地
域では津波による被害が
発生します。

地震の揺れにより液状化が
起こり、マンホールが浮き
上がったり、建物の倒壊や
道路の陥没が発生します。

「がけ崩れ」は斜面が突然崩れ落ちる
災害です。崩れた土砂は、斜面の高さ
の2～3倍も離れたところまで届く
ことがあります。

山腹や川底の石や土砂が、長雨や集
中豪雨等の大量の水と一緒になって
津波のように襲ってくるものを「土
石流」といいます。

地面は地質の異なる層が積み重なっ
ています。地下水等がすべりやすい
層にしみ込み、そこから上の地層が
すべり落ちるのが「地すべり」です。

協力・補完

一人一人の
自覚に根ざした

自助
「自分の命・財産は自分で守る」

「隣近所での協力」

地域コミュニティ
等による

共助
行政による

公助
「岸和田市が進める防災対策」

道路の冠水 床下・床上浸水 家屋の倒壊

エンジンが停止したり、ドアが
開かない等、車内から出られな
いことがあります。

流れ込んでくる水は泥水であり、水が引いた後
も土砂や汚泥が堆積するため、片付けが大変で
す。

河川沿いやため池の近くでは、
家屋が倒壊する可能性があり、
命の危険性もあります。

内水氾濫

大雨によって、河川の水位が上昇することで下水道や水路
からの排水ができなくなり、マンホールや側溝・水路等か
ら水があふれる現象です。

外水氾濫

大雨によって、河川を流れる水が大幅に増え、堤防が決壊
したり、堤防から水があふれたりすることにより、水が流
れ出す現象です。

目次 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1
はじめに ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1
防災・減災の基本 ‥‥‥‥‥‥‥ 1
洪水 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2
洪水時の適切な避難行動 ‥‥‥ 3
あなたの自宅はどこ？ ‥‥‥‥‥ 5
洪水・土砂災害ハザードマップ   ‥ 7
高潮ハザードマップ ‥‥‥‥‥‥ 29
地震発生時の行動 ‥‥‥‥‥‥ 33
地震ハザードマップ ‥‥‥‥‥‥ 35

津波発生時の心得 ‥‥‥‥‥‥ 37
津波避難ビル一覧表 ‥‥‥‥‥ 38
津波ハザードマップ ‥‥‥‥‥‥ 39
避難情報等 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 49
災害への備え ‥‥‥‥‥‥‥‥ 51
指定避難所一覧表 ‥‥‥‥‥‥ 53
福祉避難所一覧表 ‥‥‥‥‥‥ 57
防災上最低限知っていただきたい知識 59
わが家の防災メモ ‥‥‥‥ 裏表紙

P59～62はGoogle翻訳アプリを使用して、翻訳することができます。59～62
59-62

土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域について

土砂災害
警戒区域
土砂災害の

おそれがある区域

●情報伝達、警戒避難体制
　の整備
●警戒避難に関する事項
　の住民への周知

土砂災害
特別警戒区域
建築物に損壊が生じ、
住民に著しい危害が
生じるおそれがある区域

●特定の開発行為に対する許可制
　対象：住宅宅地分譲、社会福祉施設等のための開発行為
●建築物の構造規制（都市計画区域外も建築確認の対象）
●土砂災害時に著しい損壊が生じる建築物に対する移転等の勧告
●勧告による移転者への融資、資金の確保

59-62
59~62
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分散避難

　避難行動には、以下のような種類があります。状況に応じて、適切な避難行動を取りましょう。
避難は「浸水が始まる前」「自主判断」「徒歩」が大原則です。

　  避難をする時の心得　  避難行動の種類

　  地域での助け合い

自宅に留まる

親戚・知人宅等へ避難

避難所への避難

※緊急安全確保は、災害が発生・切迫した段階での行動です。やむを得ず立退き避難ができず、避難し遅れた居住者等がとる次善の行動です。
　そのため、本行動を安全に取ることができるとは限らず、また本行動を取ったとしても身の安全を確保できるとは限りません。　　　
　警戒レベル 4　避難指示までに全員避難してください。

避難所が過密になることを防ぐために、状況に応じた「分散避難」という取り組みも重要
になっています。

動きやすい服装で、必要
最小限の荷物で避難しま
しょう。

歩きやすい「はき物」を
はきましょう。長 靴 は、
水が入ると重くなるのでや
めましょう。

歩いて避難できる深さは、
ひざ下程度といわれてい
ます。ただし、流れによっ
ては足をすくわれる危険性
があります。

地面が見えにくくなり、マ
ンホールや水路等に落ち
てしまう危険性がありま
す。棒を使い、足元に注
意して歩きましょう。

夜間の避難は、周りの状
況が確認しにくく、非常に
危険です。可能な限り暗
くなる前に避難しましょ
う。

●２人で抱える場合は、１人が背
　中側から両腕に手を入れて抱き
　かかえ、もう１人が両脚を持っ
　て移動しましょう。

子どもや高齢者の避難を
手助けしましょう。

（早めの避難が大切です。）

車での避難は控え、徒歩
で避難しましょう。車は浸
水すると故障し、緊急車
両の通行の妨げになる可
能性があります。

地 下 道（アンダーパス）
には、水が溜まっている
危険性があります。違う
ルートを通りましょう。

以下の場所に住んでいる場合は、
早期の立退き避難が必要です。
●家屋倒壊等氾濫想定区域内
●土砂災害警戒区域内
●想定される浸水深より低い場所
●浸水継続時間が長い区域内

想定される浸水深より高い場所に
避難できる建物に住んでおり、備
え（水、食糧等）ができている場合。

少しでも高い場所や
がけから離れた場所
へ移動する。

自宅の外への避難【立退き避難】

●自宅が洪水・土砂災害の危険性が低い。
●想定される浸水深よりも高い場所に避難できる。
●マンション等の上層階に住んでいる。

●親戚・知人宅等の洪水・土砂災害の危険性が低い。
●避難できる親戚・知人宅等がある。

●自宅が洪水・土砂災害の危険性が高い。
●避難できる親戚・知人宅等がない。

（自宅内の安全な場所へ移動）

屋内安全確保

親戚・知人宅等に
身を寄せる

岸和田市が開設した
避難所へ

（ 　 　　　　　　　　　　　　）親戚・知人等には日頃から
相談しておきましょう

自宅に待機【屋内安全確保】

安全な親戚・
知人宅等

避難所

水平避難

垂
直
避
難

逃
げ
遅
れ
た
ら

緊急安全確保※

肢体不自由な人には…
●口をハッキリと開け、相手に分か
　りやすいように話しましょう。
●手話、筆談、身振り等の方法で
　正確な情報を伝えましょう。

耳が不自由な人には…

●災害時には、声をかけ情報を伝
　えましょう。
●誘導する場合は、支援者のひじ
　辺りを軽く持ってもらい、半歩前
　をゆっくり歩きましょう。

目が不自由な人には…
●身振りや手振りで話しかけ、孤

立しないようにしましょう。
●この総合防災マップの P59～

62 は Google 翻訳アプリを使
用して、翻訳することができます。
スマートフォンが使用できる状況
であれば知っていただきたい情
報を翻訳して伝えましょう。

外国人には…

洪水時の適切な避難行動

　避難とは「難」を「避ける」ことです。不特定多数の人が集まる避難所等では感染症の感染
拡大のリスクが高まります。避難所に避難する以外の方法（分散避難）についても考えてみましょう。
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　ハザードマップで自宅等の浸水状況を確認し、
災害時に取るべき行動を考えてみましょう。

　  シミュレーション条件

堤防の決壊や氾濫流により木
造家屋の倒壊のおそれがある。

あなたの自宅はどこ？

家屋の倒壊をもたらすような氾濫や河岸の侵食が発生するお
それがある堤防沿いの地域は、早期の立退き避難が必要な区
域です。

※○年程度の降雨とは、観測された雨量に基づいて設定された確率です。例えば1/1,000 年程度の降雨とは、1,000 年毎に1 回発生する周期的
な降雨ではなく、1年の間に発生する確率が1/1,000（0.1％）程度の降雨です。

　毎年の発生確率は小さいですが、規模の大きな降雨であることを示しています。1,000 年の間にその規模に相当する降雨が複数回、または
連続して発生することもあります。

※雨の降り方や地震の規模によっては本マップに示されていない場所でも浸水する可能性や、示されている以上の浸水深と
なる可能性がありますので注意してください。

浸水する深さの目安 図郭割図
（高潮）

図郭割図
（津波）

図郭割図
（洪水・土砂災害）

　  早期の立退き避難が必要な区域

水防法に基づく外水氾濫のシミュレーション前提条件【想定最大規模の降雨（1/1,000 年程度の降雨※）】

　大津川水系大津川、槇尾川、
　東槇尾川、父鬼川、松尾川、牛滝川

高津地点（堺阪南線大津川橋付近）上流域の 24 時間総雨量 875.0mm、
1 時間最大雨量 101.4mm

　春木川水系春木川 春木橋地点（堺阪南線交差部）上流域の 24 時間総雨量 1,150.0mm、
1 時間最大雨量 139.7mm

　津田川水系津田川 昭代橋地点（堺阪南線交差部）上流域の 24 時間総雨量 1,150.0mm、
1 時間最大雨量 133.1mm

　　 家屋倒壊等氾濫想定区域

氾濫流

地面が削られて家屋が崩落す
るおそれがある。

河岸侵食

災 害 図 郭 ページ
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
A
B

P７-８
P９-10
P11-12
P13-14
P15-16
P17-18
P19-20
P21-22
P23-24
P25-26
P27-28
P29-30
P31-32
P39-40
P41-42
P43-44
P45-46
P47-48

洪水・土砂災害

高 潮

津 波
春木校区、
大宮校区

朝陽校区、
鉄工金属団地

浜校区、
阪南２区周辺

城内校区、中央校区、
地蔵浜町周辺

大芝校区、大阪木材
コンビナート周辺

※この地図は以下の8河川の洪水浸水想定区域図を重ね合わせたものです。
　大津川、槇尾川、東槇尾川、父鬼川、松尾川、牛滝川、春木川、津田川

10.0ｍ以上

5.0～10.0ｍ未満

3.0～5.0ｍ未満
（2階部分まで水没のおそれ）

0.5～3.0ｍ未満
（1階部分まで水没のおそれ）

0.5ｍ未満
（床下浸水のおそれ）

出典：
■大津川水系　大津川、槇尾川、東槇尾川、父鬼川、松尾川、牛滝川
　洪水浸水想定区域図
　平成31年3月　大阪府鳳土木事務所　大阪府岸和田土木事務所
■春木川水系　春木川洪水浸水想定区域図
　令和2年10月　大阪府岸和田土木事務所
■津田川水系　津田川洪水浸水想定区域図
　令和2年10月　大阪府岸和田土木事務所
■大阪府津波浸水想定
　平成25年8月　大阪府
■大阪府高潮浸水想定区域図
　令和2年8月　大阪府港湾局
■土砂災害警戒区域等
　大阪府第65次指定（～H28.9.13）まで記載
岸和田市では、内水氾濫やため池氾濫の危険性もあります。あわせて
確認しましょう。
P50のQRコードより、内水氾濫ハザードマップとため池ハザードマッ
プへアクセスができます。

内閣府公表モデルのうち大阪府への最大影響を想定
対 象 地 震：内閣府ケース 3、4、5、10 重ね合わせ
堤防取扱い：越流時に破堤（堤防なしとする）
構造物条件組み合わせ（3 条件の組み合わせ）：

津波のシミュレーション前提条件

条件１

条件２

条件３

開放

閉鎖
地震時沈下量を考慮

地震時沈下量なし

防潮堤等 水門 陸閘

開放 閉鎖

●指定緊急避難場所
　概ね1ヘクタール以上の広さの公園や広場等で、一時的に避難できる場所
●指定避難所
　災害による浸水や破損等によって自宅に居ることができなくなったと
　きやそのおそれがあるときに避難する施設
●津波避難ビル
　逃げ遅れにより南海本線より東側（山側）まで避難できない人が一時
　的に避難する建物

　大津川水系

　牛滝川、松尾川、大津川、

　槇尾川、東槇尾川、父鬼川

高津地点（堺阪南線大津川橋付近）上流域の 24 時間総雨量 875.0mm、
1 時間最大雨量 101.4mm

　春木川水系

　春木川
春木橋地点（堺阪南線交差部）上流域の 24 時間総雨量 1,150.0mm、
1 時間最大雨量 139.7mm

　津田川水系

　津田川
昭代橋地点（堺阪南線交差部）上流域の 24 時間総雨量 1,150.0mm、
1 時間最大雨量 133.1mm

・想定される最大規模の台風（室戸台風級：910hPa）
・潮位偏差が最大となるような台風経路を設定
・高潮と同時に河川での洪水を考慮
・最悪の事態を想定し、堤防等の決壊を見込む

水防法に基づく高潮のシミュレーション前提条件

※○年程度の降雨とは、観測された雨量に基づいて設定された確率
です。例えば1/1,000 年程度の降雨とは、1,000 年毎に1 回発生
する周期的な降雨ではなく、1年の間に発生する確率が1/1,000

（0.1％）程度の降雨です。
　毎年の発生確率は小さいですが、規模の大きな降雨であることを

示しています。1,000 年の間にその規模に相当する降雨が複数
回、または連続して発生することもあります。
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測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 551

高潮ハザードマップA

■高潮発生のメカニズム
高潮は、「吸い上げ」や「吹き寄せ」という現象により、海水が
堤防や防潮堤を越えたり、破壊して発生する浸水です。
これらの現象が満潮時と重なると、より一層被害は大きくなります。
①吸い上げとは
台風等低気圧が接近した時に、空気が海面を押さえつける力が弱
くなり海面が持ち上げられること。
②吹き寄せとは
海上から海岸に向かって風が吹き続けることにより、海面が高く
なること。（風が長く吹き続けるほど海面は高くなります。）

台風や低気圧

越波

通常潮位 堤防・防潮堤

①

②

高潮

■注意する場所
河川沿い
高潮は河川を遡上します。そのた
め、海から離れた場所でも河川
を遡上してきた高潮により氾濫す
る可能性があります。台風襲来
時には、大雨で河川の水位も増
大しており、大変危険です。

港内
港内では波が反射を繰り返し、
共振現象（波の山と山が重なる
現象）を起こして波が大きくなる
場合があります。
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B

1:12,500

凡例
施設

指定緊急避難場所

津波避難ビル

避難時要注意箇所
（橋りょう）
避難時要注意箇所
（地下道）

警察署・交番

消防署

病院

市役所

最大浸水深
5.0~10.0m未満

3.0~5.0m未満

0.5~3.0m未満

0.5m未満

防災行政無線

指定避難所
番号は指定避難所一覧表

（P53～57）に対応　

番号は津波避難ビル一覧表
（P38）に対応　

主要道路

市界

0 200 400 600 800 1,000100 m

測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 551

B

高潮ハザードマップB
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家の外では

家の中では

津波注意！

〇
〇
公
園

　地震から身を守るポイントは、いつ地震が発生してもあわてないように、日頃から地震時の
備えをしておくことです。ここに示す地震時の行動を参考に、どのような行動をとるべきか覚え
ておきましょう。

　南海トラフ巨大地震が発生すると、岸和田市内の地震動は最大震度6弱、津波は地震発
生後約93分で最大高4.4ｍの津波が到達すると想定されています。テレビやラジオ等の情
報に注意し、南海本線より東側（山側）へ徒歩で避難しましょう。また、津波は何度も押し
寄せてきます。水が引いても安全が確認できるまで避難場所等に留まりましょう。

海岸部では津波にも注意

ガラスの破片、看板等に
注意しながら近くの安全
な場所に避難しましょう。

ブロック塀・門柱の転倒、
ガラス・瓦の落下、切れ
た電線に注意しましょう。

すべての階のボタンを押
し、動かないなら非常用
連絡ボタンを押しましょう。

停電になっても誘導灯が
つくので、落ち着いて係
員の指示に従いましょう。

火の元の確認・初期消火 隣近所の安否確認

出口を確保

同程度の地震に注意

靴をはく
（ガラスの破片等から足を守ります）

テレビ・ラジオ等で
正しい情報を確認！

各町内会、自治会で
安否確認

地域ぐるみで協力し合って
救急、救護、初期消火

テレビ・ラジオ

防災行政無線・広報車

非常持出品の用意を！
ガスの元栓・電気のブレーカーを切る！

地震発生時の行動

地震発生

ビル街を歩いていたら 住宅地を歩いていたら エレベーターの中にいたら 地下街にいたら

買い物カゴや鞄で頭を守
り、店員の指示に従いま
しょう。

道路の左に寄せて止め、
ドアはロックせずにキーを
置いたまま避難しましょう。

吊革や手すりにつかまり、
体が放り出されないよう
にしましょう。

本棚やロッカーが倒れた
り、窓ガラスが割れたり
するので注意しましょう。

買い物中なら 車の運転中なら 電車に乗っていたら 仕事・授業中なら

まず身を守り、落ち着い
たら火を消しましょう。

布団や枕で頭を守り、家
具が倒れてこないところ
に身を伏せましょう。

あわてて飛び出さず、ド
アや窓を開けて出口を確
保しましょう。

重い家具の近く、電灯の
真下等から離れましょう。

揺れがおさまったら家族で声を
かけ合い、お互いの安全確認！

NHK等のデータ放送や、ラジオ各局
で地域の災害情報が流れます。

防災行政無線や広報車等で緊急情報
をお知らせします。

緊急速報メール
避難指示発令等緊急度の高い情報を、
岸和田市内に存在する携帯電話に一
斉送信します。

大阪府
おおさか防災ネット

あらかじめ登録をした携
帯電話やパソコンへ、緊
急情報等の内容を配信
します。

家屋倒壊の危険等が
あれば、避難！

大きな地震の後には、引き続き揺
れが発生する可能性があります！

「地震がおさまったからもう大丈
夫！」と安心せずに、二次災害に備え
ることが大切です。また、大地震の後
は数カ月間、同程度の地震が起こる
こともありますので油断せずに行動
しましょう。

料理中なら 寝ていたら 入浴中なら TVを見ていたら

身の安全を確保！

緊急地震速報！

1分～3分 3分～5分 5分～数時間
火の元・家族の安全を確認 正しい情報を得る 状況に応じて冷静に対応

提供　効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議
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地震ハザードマップ

　  想定される液状化危険度　  想定される震度

内陸型地震（直下型地震）
●どこで起きる？ 　➡活断層で起きる地震
●例えばどの地震？ ➡阪神・淡路大震災
●特徴は？ ➡•被害範囲が比較的狭い
　　　　　　 •ガタガタと短時間強く揺れる
　　　　　　 •日本のどこでも起こりうる

海溝型地震
●どこで起きる？ 　➡プレートの境界で起きる地震
●例えばどの地震？ ➡東日本大震災、南海トラフ地震
●特徴は？ ➡•被害範囲が広い
　　　　　 　•ゆっくり大きく長時間揺れる
　　　　　 　•津波が発生することもある

地
震
の
種
類

液
状
化
の
仕
組
み 砂等の粒同士がくっついてその間を

水が満たして地盤を支えている。
地盤によって、粒同士の結合がなく
なり、水に浮いた状態になる。

砂の粒は沈下して水と分離し、地盤
沈下や亀裂を引き起こす。

震度階級

震度7

震度6強

震度6弱

震度5強

震度5弱

液状化危険度（PL値）

25～

20～25

15～20

10～15

5～10

0～5

大

中

小

地震前 地震時 地震後
家や
電柱の
傾き

　　　　▲
マンホールの
浮き上がり

噴砂

　　  ▲
地盤の亀裂

②中央構造線断層帯地震が
　起きた場合の震度予測

③南海トラフ巨大地震が
　起きた場合の震度予測

①上町断層帯地震が起きた
　場合の震度予測

②中央構造線断層帯地震が
　起きた場合の液状化危険度予測

③南海トラフ巨大地震が
　起きた場合の液状化危険度予測

①上町断層帯地震が起きた
　場合の液状化危険度予測

　このマップは、岸和田市域に大きな影響を及ぼす可能性のある地震が発生した場合に、どのく
らいの震度が予想されるかを示したものです。市域に大きな影響を及ぼす可能性のある地震は、
①上町断層帯地震、②中央構造線断層帯地震、③南海トラフ巨大地震の３つです。皆さんのお住ま
いの地域でどのくらいの揺れが予想されるのかを確認し、地域の地震対策に役立てて下さい。

　このマップで示す震度・液状化危険度は、仮定した震源や地震規模に基づくものであるため、
地震発生の仕方によって、予測より強くなったり弱くなったりすることがあります。３つのうち、
岸和田市で最も大きい震度が想定されるのは①上町断層帯地震であり、市全域で震度６弱以上、
最も大きい地域では震度７が想定されます。

測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 551

出典：地震被害想定（平成 19 年 3 月　大阪府）
　　　南海トラフ巨大地震（平成 25 年 8 月　大阪府南海トラフ巨大地震被害対策等検討部会）
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津波発生時の心得 津波避難ビル一覧表

　  津波警報・注意報の種類

❶地震の揺れを感じたら津波に注意！

❷テレビ・ラジオや岸和田市の広報で正しい情報を！

❸避難情報が出たらすぐに避難！

❹避難は徒歩で！

❺海岸や川には近づかない！

❻地域での協力が大切です！

❼高齢者や身体の不自由な方等の避難に協力を

❽水が引いても安全が確認できるまで戻らない

　地震の揺れを感じたら、まず身体の安全を
確保しましょう。安全が確保されたら津波に関
しての情報を確認しましょう。

　海岸に近づかないこ
とはもちろん、津波は
市街地よりも川を早く
遡りますので、できる
だけ川に近づかず避
難しましょう。

　テレビ・ラジオや携帯電話等を活用して、正
確な情報を入手しましょう。

　避難の時にはご近所にも声をかけ合い、みん
なでケガや病気の方等の手助けを行い、地域で
協力し合う避難を心がけましょう。

　防災行政無線や携帯メー
ル、テレビ、ラジオ等で避難情
報が出たら率先して避難しま
しょう。たとえ避難情報が出る
前でも早めの自主避難を心がけてください。

　避難する時に、高齢者や
身体の不自由な方を見かけ
たら、地域で協力しましょ
う。また、長い距離を歩く
のが難しい場合は緊急避難
場所として、近くの津波避
難ビルへ避難しましょう。

　車での避難は、渋滞・混
乱を起こすので、徒歩で避
難しましょう。

　津波は第1波、第2波と何度も押し寄せてき
ます。津波注意報の
解除等、安全が確認
できるまで避難場所
等に留まりましょう。

木造家屋が全壊・流失し、人は津波による流れに巻き込まれ
ます。
沿岸部や川沿いにいる人は、直ちに高台や避難ビル等、安全
な場所へ避難してください。

標高の低いところでは津波が襲い、浸水被害が発生します。
人は津波による流れに巻き込まれます。
沿岸部や川沿いにいる人は、直ちに高台や避難ビル等、安全
な場所へ避難してください。
海の中では人は速い流れに巻き込まれ、また、養殖いかだが
流失し小型船舶が転覆します。
海の中にいる人は、直ちに海から上がって、海岸から離れて
ください。

津波注意！

正しい情報の
入手が大切

種類

大津波
警報

津波
警報

津波
注意報

発表される津波の高さ

10ｍ超
（10ｍ＜予想高さ）

10ｍ
（5ｍ＜予想高さ≦10ｍ）

5ｍ
（3ｍ＜予想高さ≦5ｍ）

3ｍ
（1ｍ＜予想高さ≦3ｍ）

1ｍ
（0.2ｍ≦予想高さ≦1ｍ）

数値での発表
（津波の高さ予想の区分）

想定される被害と取るべき行動巨大地震の
場合の発表

巨大

高い

―

施設名 施設名（多言語） 住所
おおしばしょうがっこう
大芝小学校
（3Ｆ廊下）
はるきちゅうがっこう
春木中学校
（3Ｆ廊下、屋上）
はるきしょうがっこう
春木小学校
（3Ｆ教室・会議室・廊下）
らぱーくきしわだ
ラパーク岸和田
（3Ｆ・4Ｆ・屋上の駐車場）
はるきみなみじぐるまこ
春木南地車庫
（2Ｆ）
ちょうようしょうがっこう
朝陽小学校
（3Ｆ廊下）
のむらちゅうがっこう
野村中学校
（3Ｆ廊下）

きしわだしぜんしりょうかん
きしわだ自然資料館
（屋上）
きしわだしやくしょべっかん
岸和田市役所別館
（3Ｆ・4Ｆ廊下、屋上）
きしわだこうとうがっこう
岸和田高等学校
（3Ｆ・4Ｆ廊下）
はましょうがっこう
浜小学校
（3Ｆ教室・廊下）
おおさかもくざいしょうぎょうかいかん
大阪木材商業会館
（3Ｆ廊下、屋上）
きしわだしかいづかしくりーんせんたー
岸和田市貝塚市クリーンセンター
（4Ｆ作業場（ゴミプラットホーム））

しりつこうみんかん・ちゅうおうちくこうみんかん
市立公民館・中央地区公民館
（3Ｆ会議室・ロビー、4Ｆ多目的室・ロビー）

なみきりほーる
浪切ホール
（2Ｆラウンジ・廊下、
3Ｆ屋根部屋・機械置場、4Ｆ廊下）

いそのかみちょう２-４-１
磯上町２-４-１

まつかぜちょう１０-６５
松風町１０-６５

はるきみやがわちょう１１-１３
春木宮川町１１-１３

はるきわかまつちょう２１-１
春木若松町２１-１

はるきいずみちょう3
春木泉町３

かみのちょうにし１-２８
上野町西１-２８

しものちょう２-１３-１８
下野町２-１３-１８

みなとみどりまち１-１
港緑町１-１

さかいまち１-１
堺町１-１

さかいまち６-５
堺町６-５

ほんまち６-１
本町６-１

きしきちょう１０-１
岸城町１０-１

かみやちょう１２-２０
紙屋町１２-２０

もくざいちょう１５-８
木材町１５-８

きしのうらちょう１-２
岸之浦町１-２

　南海トラフ巨大地震が発生すると、岸和田市内の地震動は最大震度6弱、津波は地震発生後
約93分で最大高4.4ｍの津波が到達すると想定されています。テレビやラジオ等の情報に注意
し、南海本線より東側（山側）へ徒歩で避難しましょう。また、津波は何度も押し寄せてきます。
水が引いても安全が確認できるまで避難場所等に留まりましょう。

　予想される津波の高さは、通常は5段階の数値で発表されます。ただし、地震の規模（マグ
ニチュード）が8を超えるような巨大地震に対しては、予想される津波の高さを「巨大」や「高い」
という言葉で発表されます。

　津波時の緊急的な避難先です。津波から身を守るためには、津波浸水
予測区域外（概ね南海本線より東側（山側））に避難することが基本ですが、
津波襲来に気づくのが遅れた人や、逃げ遅れ等で迅速に避難できない人
が一時もしくは緊急避難・退避する施設です。

2nd lounge
机械放置処

2

令和 4年 1月時点
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54

0 200 400 600 800 1,000100 m

1:9,000

避難経路

凡例
施設

指定緊急避難場所

津波避難ビル

避難時要注意箇所
（橋りょう）
避難時要注意箇所

（地下道）

警察署・交番

消防署

病院

市役所

最大浸水深

4.0m ～ 5.0m

3.0m ～ 4.0m

2.0m ～ 3.0m

1.0m ～ 2.0m

0.3m ～ 1.0m

0.01m ～ 0.3m

指定避難所
番号は指定避難所一覧表

（P53～57）に対応　

防災行政無線

主要道路

市界

城内校区

中央校区

地蔵浜町周辺

番号は津波避難ビル一覧表
（P38）に対応　

1:9,000
測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 551※南海トラフ巨大地震を想定した津波ハザードマップです。

城内校区
中央校区
地蔵浜町周辺

津波ハザードマップ（城内校区、中央校区、地蔵浜町周辺） 0 200 400 600 800 1,000100 m
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55
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1:12,000

避難経路

凡例
施設

指定緊急避難場所

津波避難ビル

避難時要注意箇所
（橋りょう）
避難時要注意箇所

（地下道）

警察署・交番

消防署

病院

市役所

最大浸水深

4.0m ～ 5.0m

3.0m ～ 4.0m

2.0m ～ 3.0m

1.0m ～ 2.0m

0.3m ～ 1.0m

0.01m ～ 0.3m

指定避難所
番号は指定避難所一覧表

（P53～57）に対応　

防災行政無線

主要道路

市界

浜校区

阪南２区周辺

番号は津波避難ビル一覧表
（P38）に対応　

1:12,000
測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 551※南海トラフ巨大地震を想定した津波ハザードマップです。

浜校区
阪南2区周辺

0 200 400 600 800 1,000100 m津波ハザードマップ（浜校区、阪南２区周辺）
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55

56

0 200 400 600 800 1,000100 m

1:10,000

避難経路

凡例
施設

指定緊急避難場所

津波避難ビル

避難時要注意箇所
（橋りょう）
避難時要注意箇所

（地下道）

警察署・交番

消防署

病院

市役所

最大浸水深

4.0m ～ 5.0m

3.0m ～ 4.0m

2.0m ～ 3.0m

1.0m ～ 2.0m

0.3m ～ 1.0m

0.01m ～ 0.3m

指定避難所
番号は指定避難所一覧表

（P53～57）に対応　

防災行政無線

主要道路

市界

朝陽校区

鉄工金属団地

番号は津波避難ビル一覧表
（P38）に対応　

1:10,000
測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 551※南海トラフ巨大地震を想定した津波ハザードマップです。

朝陽校区
鉄工金属団地

0 200 400 600 800 1,000100 m津波ハザードマップ（朝陽校区、鉄工金属団地）
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ド
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木
校
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、
大
宮
校
区
）

9

1

6

3

4

7

2

10

14

11

8

5

10

12

33

34

35

36

37

38

39

40

41

44

55

56

0 200 400 600 800 1,000100 m

1:12,000

避難経路

凡例
施設

指定緊急避難場所

津波避難ビル

避難時要注意箇所
（橋りょう）
避難時要注意箇所

（地下道）

警察署・交番

消防署

病院

市役所

最大浸水深

4.0m ～ 5.0m

3.0m ～ 4.0m

2.0m ～ 3.0m

1.0m ～ 2.0m

0.3m ～ 1.0m

0.01m ～ 0.3m

指定避難所
番号は指定避難所一覧表

（P53～57）に対応　

防災行政無線

主要道路

市界

春木校区

大宮校区

番号は津波避難ビル一覧表
（P38）に対応　

1:12,000
測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 551※南海トラフ巨大地震を想定した津波ハザードマップです。

春木校区
大宮校区

0 200 400 600 800 1,000100 m津波ハザードマップ（春木校区、大宮校区）



47 48

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
大
芝
校
区
、
大
阪
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
周
辺
）

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
大
芝
校
区
、
大
阪
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
周
辺
）1

3

4

7

2

14

5

33

34

35

36

37

38

39

41
55

0 200 400 600 800 1,000100 m

1:14,000

0 200 400 600 800 1,000100 m

避難経路

凡例
施設

指定緊急避難場所

津波避難ビル

避難時要注意箇所
（橋りょう）
避難時要注意箇所

（地下道）

警察署・交番

消防署

病院

市役所

最大浸水深

4.0m ～ 5.0m

3.0m ～ 4.0m

2.0m ～ 3.0m

1.0m ～ 2.0m

0.3m ～ 1.0m

0.01m ～ 0.3m

指定避難所
番号は指定避難所一覧表

（P53～57）に対応　

防災行政無線

主要道路

市界

大芝校区
大阪木材
コンビナート周辺

番号は津波避難ビル一覧表
（P38）に対応　

測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 551※南海トラフ巨大地震を想定した津波ハザードマップです。

大芝校区
大阪木材
コンビナート周辺

1:14,000

津波ハザードマップ（大芝校区、大阪木材コンビナート周辺）
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　岸和田市長は、地域の土地利用や災害実績のほか、河川や雨の情報（警戒レベル相当情報）
等も踏まえ総合的に避難情報等（警戒レベル）の発令判断をすることから、警戒レベルと警戒
レベル相当情報が出るタイミングや対象地域は必ずしも一致しません。

避難情報等

　岸和田市が出す警戒レベル4までに必ず避難しましょう。
　気象庁等から出る河川水位や雨の情報を参考に自主的に早めの避難をしましょう。

　  情報の種類と行動の目安 　  防災情報の入手方法と入手先例

避難情報等
（警戒レベル）

河川水位や雨の情報
（警戒レベル相当情報）

警戒
レベル 状況 住民が取るべき行動 避難情報等

防災気象情報（警戒レベル相当情報）

浸水の情報（河川） 土砂災害の情報（雨）

5 5
相当

災害発生
又は切迫

命の危険
直ちに安全確保！

大雨特別警報
（土砂災害）

緊急安全確保

～～ 〈警戒レベル4までに必ず避難！〉～～

氾濫発生情報

4

3

2

11

4
相当

3
相当

2
相当

1
相当

災害の
おそれ高い

危険な場所から
全員避難

避難指示

災害の
おそれあり

危険な場所から
高齢者等は避難

氾濫警戒情報
洪水警報

高齢者等避難

気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水・
高潮注意報

今後気象状況
悪化のおそれ

災害への心構えを
高める

早期注意情報

氾濫危険情報

氾濫注意情報

土砂災害警戒情報

大雨警報

災害時にテレビのデータ放送（リモコンのｄボタン）
で防災情報を確認できます。

テレビ・ラジオ・
インターネット 広報車・消防車両 緊急速報メール・

エリアメール
防災行政無線

屋外スピーカー

防災行政無線により、災害情報や避難情報等を一斉
伝達します。聞き逃してしまったら072-426-0581
へ電話をかけるともう一度内容を確認できます。

　  他のハザードマップの作成状況
　岸和田市では、内水氾濫やため池氾濫の危険性もあります。あわせて確認しましょう。

入手先（QRコード）

Yahoo! 防災速報

岸和田市公式アプリ
「きしまる」

岸和田市公式SNS
（Facebook）

入手先（QRコード）

岸和田市内水氾濫
ハザードマップ

岸和田市ため池
ハザードマップ

岸和田市公式SNS
（Twitter） 大阪府 河川防災情報

大阪府 土砂災害の防災情報 大阪府 おおさか防災ネット

国土交通省 川の防災情報 気象庁 ホームページ

テレビのデータ放送 ー
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災害への備え

　  家屋の災害対策

　  地域での防災活動

　  非常持出品・非常備蓄品

　皆さんが住んでいる地域や職場、学校等
でも防災訓練に参加できる機会があります。
　積極的に参加し、日頃の備えについて話
し合いましょう。
　防災訓練に参加する際は、是非この総合
防災マップをご活用ください。

■地震対策
家具が倒れないように固定しましょう 家具の配置に注意しましょう

□タンスはL字金具で固定しているか
□タンスのつなぎ目は金具で連結しているか
□照明はチェーンで固定しているか
□テレビは壁を補強して金具で留めているか

□寝室には倒れそうな家具を置いていないか
□扉をふさぐような家具の配置をしていないか

雨どい
□雨どいに落ち葉等が詰まっ
ていないか
□継ぎ目のはずれや塗装のは
がれ、腐りはないか

外　壁
□壁に亀裂がないか

排水溝
□排水溝にゴミや土砂が詰
まっていないか

その他
□商店等では看板のぐらつ
きがないか
□ゴミ箱や植木鉢等は室内
に入れるか、飛ばないよ
うに固定しているか
□庭木には添え木をしてい
るか
□ブロック塀が崩れそうに
なっていないか

□プロパンガスのボンベが
鎖でしっかり固定されて
いるか

家　財
□貴重品や思い出のものが、す
ぐに持ち出せるようになってい
るか
□濡れて困るものは、あらかじめ
高い場所へ移動しているか

屋　根
□アンテナは不安定ではないか
□トタンがめくれていないか
□瓦のひび・割れ・はがれがな
いか

ベランダ
□植木鉢や物干し竿等、落下
や飛散の危険があるものが
ないか

窓
□窓枠のがたつきはないか
□雨戸にがたつきはないか

その他

屋根

ベランダ

外壁
排水溝

家財
窓

雨どい

■風水害対策
非常持出品非常持出品
□飲料水
□携行食（ビスケット・チョコレート・栄養補助食品等）
□トイレットペーパー・ティッシュ・ウェットティッシュ
□携帯ラジオ・懐中電灯・乾電池
□保険証のコピー・メモ用紙・筆記用具
□現金（小銭を用意）
□ビニール袋・ポリ袋
□タオル・下着・靴下
□万能ナイフ
□ラップ

□処方箋・常備薬・お薬手帳
□衛生用品・生理用品
□マスク・体温計
□携帯電話・充電器
□通勤・通学圏内がわかる地図

非常備蓄品非常備蓄品

□飲料水（1人 1 日 3L）
□非常食（アルファ化米、レトルト食品等）（3日分）
□非常用給水袋
□携帯コンロ・ガスボンベ
□ラップ・アルミホイル
□衛生用品
□マスク・体温計
□雨具
□使い捨てカイロ
□乾電池

備蓄品は、最低３日分を用意しましょう。（推奨は１週間分）

※災害用に備蓄するのでなく、普段から食材や加工品を多めに買い、古いものから順に消費していくことを
ローリングストック法といいます。
　備蓄品の鮮度を保つだけでなく、いざという時に日常生活と近い食事ができます。

※
ローリング
ストック法

〇〇銀行
〇〇銀行
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No

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾













中央小学校

市民道場心技館

城内小学校

浜小学校

岸和田高等学校

岸城中学校

福祉総合センター

中央体育館

光陽中学校

東光小学校

産業高等学校

和泉高等学校

朝陽小学校

野村中学校

ちゅうおうしょうがっこう

しみんどうじょうしんぎかん

じょうないしょうがっこう

はましょうがっこう

きしわだこうとうがっこう

きしきちゅうがっこう

ふくしそうごうせんたー

ちゅうおうたいいくかん

こうようちゅうがっこう

とうこうしょうがっこう

さんぎょうこうとうがっこう

いずみこうとうがっこう

ちょうようしょうがっこう

のむらちゅうがっこう

さかいまち１-１０

さかいまち１-１

きしきちょう７-２０

みなみうえまち２-３-１

かみやちょう１２-２０

きしきちょう１０-１

のだちょう２-１９-１９

のだちょう１-５-５

ざくざいちょう１-７-１５

ふじいちょう３-６-６

べっしよちょう２-１-３０

べっしよちょう３-３３-１

はぶちょう１-２-１

かみのちょうにし１-２８

しものちょう２-１３-１８

令和 4年 1月時点

こうようちくこうみんかん

あさひしょうがっこう

おおたしょうがっこう

ひがしきしわだしみんせんたー

はぶちゅうがっこう

てんじんやましょうがっこう

てんじんやまちくこうみんかん

かつらぎちゅうがっこう

しゅうさいしょうがっこう

ひがしかつらぎしょうがっこう

かつらぎかみちくこうみんかん

はるきしょうがっこう

はるきちくこうみんかん

はるきちゅうがっこう

なみまつちょう１５-１０

はぶちょう７-５-１５

はたまち３-１２-１

はぶちょう４-３-１

はぶちょう１２-１０-１

てんじんやまちょう１-１-１

てんじんやまちょう２-９-１

はぶちょう２１３-１

はぶたきちょう５２１

はぶたきちょう６８９-１1

かあいちょう１８３３-４

とのはらちょう６１５-１

はるきみやがわちょう１１-１３

はるきみやがわちょう５-１６

まつかぜちょう１０-６５

堺町１-１０

堺町１-１

岸城町７-２０

南上町２-３-１

紙屋町１２-２０

岸城町１０-１

野田町２-１９-１９

野田町１-５-５

作才町１-７-１５

藤井町３-６-６

別所町２-１-３０

別所町３-３３-１

土生町１-２-１

上野町西１-２８

下野町２-１３-１８

施設名 施設名（多言語） 住所 TEL（072） No































422-0301

423-9615

422-7378

422-0310

422-0327

422-3691

422-2401

438-2321

422-0326

422-7521

422-0461

422-4861

423-1926

422-0302

436-3156

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

光陽地区公民館

旭小学校

太田小学校

東岸和田市民センター

土生中学校

天神山小学校

天神山地区公民館

葛城中学校

修斉小学校

東葛城小学校

葛城上地区公民館

春木小学校

春木地区公民館

春木中学校

葛城地区公民館
（有真香会館）

かつらぎちくこうみんかん

（ありまかかいかん）

並松町１５-１０

土生町７-５-１５

畑町３-１２-１

土生町４-３-１

土生町１２-１０-１

天神山町１-１-１

天神山町２-９-１

土生町２１３-１

土生滝町５２１

土生滝町６８９-１

河合町１８３３-４

塔原町６１５-１

春木宮川町１１-１３

春木宮川町５-１６

松風町１０-６５

439-4786

427-0904

427-8124

428-6711

428-2160

427-8775

426-3801

427-5907

427-5913

428-1787

446-1169

478-8016

422-0552

422-0303

423-0006

津波時
利用可否

津波時
利用可否

Welfare General Center

市立公民館・
中央地区公民館

しりつこうみんかん・

ちゅうおうちくこうみんかん

※

※土砂災害警戒区域に立地していますが、建築基準法施行令に基づき、建物が構造的に強固で、２階以上への垂直避難が可能な施設であるため、開設します。

施設名 施設名（多言語） 住所 TEL（072）

指定避難所一覧表①
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施設名 施設名（多言語） 住所 TEL（072） 津波時
利用可否 施設名 施設名（多言語） 住所 TEL（072） 津波時

利用可否

指定避難所一覧表② 令和 4年 1月時点

No































No































久米田青少年会館

山直中学校

城東小学校

山直市民センター

山直南小学校

山滝地区公民館

常盤小学校

桜台中学校

大宮小学校

総合体育館

光明小学校

光明地区公民館

山滝小学校

山滝中学校

おおしばしょうがっこう

おおしばちくこうみんかん

しんじょうしょうがっこう

しんじょうちくこうみんかん

じょうほくちくこうみんかん

じょうほくしょうがっこう

きたちゅうがっこう

みどろせいしょうねんかいかん

やぎしょうがっこう

やぎきたしょうがっこう

くめだこうとうがっこう

くめだちゅうがっこう

やぎみなみしょうがっこう

やまだいきたしょうがっこう

岡山町４５０-１

三田町１０３０

三田町１４６

三田町７１５-１

稲葉町２０

稲葉町１３４-１５

下松町４-６-１

下松町１２５５

宮前町７-１

加守町４-６-１８

西之内町４５-１

尾生町５６４

尾生町１２３１-３

内畑町１０４１

内畑町１６６-３

いそのかみちょう２-４-１

いそのかみちょう１-１４-４１

あらきちょう２-４-３３

あらきちょう２-２２-８

あらきちょう１-１７-１

よしいちょう１-２１-１

あらきちょう２-１-１

はるきあさひまち３３-１

みどろちょう２-６-１５

おおまち３-２２-１

しもいけだちょう３-６-４

がくはらちょう１１００

いけじりちょう７０５

こまつりちょう７６８-１

たじめちょう４６０

大宮地区公民館
男女共同参画センター

おおみやちくこうみんかん

だんじょきょうどうさんかくせんたー

くめだせいしょうねんかいかん

やまだいちゅうがっこう

じょうとうしょうがっこう

やまだいしみんせんたー

やまだいみなみしょうがっこう

やまたきちくこうみんかん

ときわしょうがっこう

さくらだいちゅうがっこう

おおみやしょうがっこう

そうごうたいいくかん

こうみょうしょうがっこう

こうみょうちくこうみんかん

やまたきしょうがっこう

やまたきちゅうがっこう

おかやまちょう４５０-１

みたちょう１０３０

みたちょう１４６

みたちょう７１５-１

いなばちょう２０

いなばちょう１３４-１５

しもまつちょう４-６-１

しもまつちょう１２５５

みやまえちょう７-１

かもりちょう４-６-１８

にしのうちちょう４５-１

おぶちょう５６４

おぶちょう１２３１-３

うちはたちょう１０４１

うちはたちょう１６６-３

445-1155

445-5892

444-5516

441-1451

479-0054

479-0898

427-4954

426-0282

445-1725

444-7138

441-9200

445-0138

441-8889

479-0012

479-0027

大芝小学校

大芝地区公民館

新条小学校

新条地区公民館

城北地区公民館

城北小学校

北中学校

箕土路青少年会館

八木小学校

八木北小学校

久米田高等学校

久米田中学校

八木南小学校

山直北小学校

文化会館
（マドカホール）

ぶんかかいかん

（まどかほーる）

磯上町２-４-１

磯上町１-１４-４１

荒木町２-４-３３

荒木町２-２２-８

荒木町１-１７-１

吉井町１-２１-１

荒木町２-１-１

春木旭町３３-１

箕土路町２-６-１５

大町３-２２-１

下池田町３-６-４

額原町１１００

池尻町７０５

小松里町７６８-１

田治米町４６０

422-1031

439-5900

445-5705

441-4123

443-3800

445-8578

444-1055

444-6646

444-2097

445-0049

443-6631

443-6651

445-0157

445-5894

445-0156

×

×
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指定避難所一覧表③ 令和 4年 1月時点

令和 4年 1月時点

施設名 施設名（多言語） 住所 TEL（072） 津波時
利用可否

福祉避難所一覧表

　  福祉避難所とは
　通常の避難所では避難生活が困難な避難行動要支援者のための避難所のことです。

　避難行動要支援者のうち、一般の避難所での生活に支障をきたすため、避難所での生活
に何らかの配慮を必要とする方及びその介助者（原則 1 名）。一般の避難所において介助の
有無や障がいの種類・程度に応じて医師等が福祉避難所への避難が必要と判断した方、また、
個別避難計画により当該福祉避難所を避難先に指定した方等が対象となります。

対象となる方

No









浪切ホール

八木市民センター

桜台市民センター

春木市民センター

港緑町1-1

池尻町３３９-２

下松町４-１７-１

春木若松町21-１

なみきりほーる

やぎしみんせんたー

さくらだいしみんせんたー

はるきしみんせんたー

みなとみどりまち1-1

いけじりちょう３３９-２

しもまつちょう４-１７-１

はるきわかまつちょう21-１

おぶちょう808

いなばちょう1066

ふじいちょう2-13-13

いそのかみちょう3-3-13

つがわちょう358

おぶちょう3192-2

こまつりちょう938-2

こうずやちょう409-1

いけじりちょう695-1

ながれぎちょう337-7

ながれぎちょう668-1

おぶちょう2130-4

さんがやまちょう214-4

さんがやまちょう211

さんがやまちょう379

さんがやまちょう379

やまだいなかまち840

439-4173

443-6848

428-9229

436-4500

No

❶

❷

❸

尾生町808

稲葉町1066

藤井町2-13-13

磯上町3-3-13

法人名 施設名 施設名（多言語） 住所

No

❹

❺

❻

❼

❽

❾







積川町358

尾生町3192-2

小松里町938-2

神須屋町409-1

池尻町695-1

流木町337-7

流木町668-1

尾生町2130-4

三ケ山町214-4

三ケ山町211

三ケ山町379

三ケ山町379

山直中町840

法人名 施設名 施設名（多言語） 住所

社会福祉法人
寺田萬寿会

しゃかいふくしほうじん

てらだますかい
特別養護老人ホーム
萬寿園

とくべつようごろうじんほーむ

まんじゅえん

特別養護老人ホーム
いなば荘

とくべつようごろうじんほーむ

いなばそう

岸和田特別養護
老人ホーム

きしわだとくべつようご

ろうじんほーむ

岸和田北特別養護
老人ホーム

きしわだきたとくべつようご

ろうじんほーむ

社会福祉法人
嘉舟会

しゃかいふくしほうじん

かしゅうかい

社会福祉法人
和秀会

しゃかいふくしほうじん

わしゅうかい

社会福祉法人
正豊会

しゃかいふくしほうじん

せいほうかい

社会福祉法人
慈生会

しゃかいふくしほうじん

じせいかい

社会福祉法人
和成会

しゃかいふくしほうじん

わせいかい

社会福祉法人
幸福荘

しゃかいふくしほうじん

こうふくそう

社会福祉法人
久米田寿老園

しゃかいふくしほうじん

くめだじゅろうえん

社会福祉法人
レーベンダンク

しゃかいふくしほうじん

れーべんだんく

社会医療法人
慈薫会

しゃかいいりょうほうじん

じくんかい

社会福祉法人
光生会

しゃかいふくしほうじん

こうせいかい

社会福祉法人
いずみ野福祉会

しゃかいふくしほうじん

いずみのふくしかい

岸和田光生療護園

岸和田採光学園

岸和田光が丘療護園

岸和田光が丘学園

山直ホーム

軽費老人ホーム
久米田寿老園

けいひろうじんほーむ

くめだじゅろうえん

特別養護老人ホーム
岸和田天神山荘

とくべつようごろうじんほーむ

きしわだてんじんやまそう

介護老人福祉施設
大阪緑ヶ丘

かいごろうじんふくししせつ

おおさかみどりがおか

きしわだこうせいりょうごえん

きしわださいこうがくえん

きしわだひかりがおかりょうごえん

きしわだひかりがおかがくえん

やまだいほーむ

特別養護老人ホーム
千亀利荘

とくべつようごろうじんほーむ

ちきりそう

特別養護老人ホーム
神於山園

とくべつようごろうじんほーむ

こうのやまえん

特別養護老人ホーム
ひまわりの郷

とくべつようごろうじんほーむ

ひまわりのさと

軽費老人ホーム幸福荘
けいひろうじんほーむこうふくそう

軽費老人ホームピープル
ケアハウスきしわだ

けいひろうじんほーむぴーぷる

けあはうすきしわだ



木造家屋が全壊・流失し、人は津波による流れに巻き
込まれます。
沿岸部や川沿いにいる人は、直ちに高台や避難ビル等、
安全な場所へ避難してください。

標高の低いところでは津波が襲い、浸水被害が発生し
ます。人は津波による流れに巻き込まれます。
沿岸部や川沿いにいる人は、直ちに高台や避難ビル等、
安全な場所へ避難してください。

海の中では人は速い流れに巻き込まれ、また、養殖い
かだが流失し小型船舶が転覆します。
海の中にいる人は、直ちに海から上がって、海岸から
離れてください。

種類

大津波
警報

津波
警報

津波
注意報

発表される津波の高さ

10ｍ超
（10ｍ＜予想高さ）

10ｍ
（5ｍ＜予想高さ≦10ｍ）

5ｍ
（3ｍ＜予想高さ≦5ｍ）

3ｍ
（1ｍ＜予想高さ≦3ｍ）

1ｍ
（0.2ｍ≦予想高さ≦1ｍ）

数値での発表
（津波の高さ予想の区分）

想定される被害と取るべき行動巨大地震の
場合の発表

巨大

高い

―
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開発：Google, LLC
容量：60.2 MB
無料

Google 翻訳TM

[Camera input] is chosen 
from the menu.
I take a picture of translation 
with a camera.
The translated character is 
recognized.
A translation area is traced 
a finger.
Completion of translation. 
You can also read it aloud.

１ 2 3 4 5

https://play.google.com/sto
re/apps/details?id=com.go
ogle.android.apps.translate

https://itunes.apple.com/jp/
app/google-fan-yi/id41470
6506?mt=8&ign-mpt=uo%
3D4

１

2

3

4

5

▼スマホで翻訳できます。▼You can translate by smartphone.

Google翻訳は、Google LLCの商標です

気象庁　災害情報
https://www.jma.go.jp/jma/
kokusai/multi.htmlWEB

防災上最低限知っていただきたい知識

　  津波警報・注意報の種類　  防災情報の入手先例

　岸和田市長は、地域の土地利用や災害実績のほか、河川や雨の情報（警戒レベル相当情報）
等も踏まえ総合的に避難情報等（警戒レベル）の発令判断をすることから、警戒レベルと警戒
レベル相当情報が出るタイミングや対象地域は必ずしも一致しません。

　予想される津波の高さは、通常は5段階の数値で発表されます。ただし、地震の規模（マグ
ニチュード）が8を超えるような巨大地震に対しては、予想される津波の高さを「巨大」や「高い」
という言葉で発表されます。

　岸和田市が出す警戒レベル4までに必ず避難しましょう。
　気象庁等から出る河川水位や雨の情報を参考に自主的に早めの避難をしましょう。

　  情報の種類と行動の目安

警戒
レベル 状況 住民が取るべき行動 避難情報等 防災気象情報（警戒レベル相当情報）

浸水の情報（河川）

5

4
3
2

1

5
相当

土砂災害の情報（雨）

4
相当

3
相当

2
相当

1
相当

災害発生
又は切迫

命の危険
直ちに安全確保！

大雨特別警報
（土砂災害）緊急安全確保

災害の
おそれ高い

危険な場所から
全員避難 避難指示

災害の
おそれあり

危険な場所から
高齢者等は避難

氾濫警戒情報
洪水警報高齢者等避難

気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水・
高潮注意報

今後気象状況
悪化のおそれ 災害への心構えを高める 早期注意情報

氾濫発生情報

氾濫危険情報

氾濫注意情報

土砂災害警戒情報

大雨警報

避難情報等
（警戒レベル）

河川水位や雨の情報
（警戒レベル相当情報）

～～～～～ 〈警戒レベル4までに必ず避難！〉～～～～～

▶主なスマートフォンアプリ QRコードでダウンロード！

▶主なWEBサイト パソコンでも、スマホでも！

Safety tips
日本の災害情報を知るのに
便利なアプリです。

NHK WORLD-JAPAN
NHKのニュースを発信。
地震・津波の緊急情報もお
知らせします。

goo防災アプリ
防災・災害に関する情報や
避難所の検索ができる防災
アプリです。

Osaka Safe Travels
災害時に必要な情報を多言
語（12言語）で提供するア
プリです。

右のマークの付いたところは読みとりやすくなっています。
カメラモードで108言語に対応します。
It is a hazard map corresponding to Google translation. 
The place marked with the right mark is easy to read. It corresponds 
to 108 languages in camera mode.

Google翻訳アプリを使用して、翻訳することができます。

Please check the lower
 page you opened.

iOS Android

APP

ダウンロード
はこちら▶▶ iOS Android

iOS Android iOS Android

APP

ダウンロード
はこちら▶▶

APP

ダウンロード
はこちら▶▶

APP

ダウンロード
はこちら▶▶
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防災上最低限知っていただきたい知識

　  避難をする時の心得（洪水時） 　  地震発生時の行動

　  津波発生時の心得
　南海トラフ巨大地震が発生すると、岸和田市内の地震動は最大震度6弱、津波は地震発生後
約93分で最大高4.4ｍの津波が到達すると想定されています。テレビやラジオ等の情報に注意
し、南海本線より東側（山側）へ徒歩で避難しましょう。また、津波は何度も押し寄せてきます。
水が引いても安全が確認できるまで避難場所等に留まりましょう。

　地震から身を守るポイントは、いつ地震が発生してもあわてないように、日頃から地震時の備
えをしておくことです。ここに示す地震時の行動を参考に、どのような行動を取るべきか覚えてお
きましょう。

「地震がおさまったからもう大丈夫！」と安心せずに、二次災害に備えることが大切です。

●隣近所の安否確認
●各町内会、自治会で安否確認
●地域ぐるみで協力し合って救急、救護、初期消火

●テレビ・ラジオ等で正しい情報を確認！

●火の元の確認・初期消火
●靴をはく（ガラスの破片等から足を守ります）
●出口を確保
●非常持出品の用意を！ガスの元栓・電気のブレーカーを切る！

1 分～ 3 分
火の元・家族の安全を確認

3 分～ 5 分
正しい情報を得る

5 分～数時間
状況に応じて冷静に対応

動きやすい服装で、必要
最小限の荷物で避難しま
しょう。

歩きやすい「はき物」を
はきましょう。長靴は、
水が入ると重くなるのでや
めましょう。

歩いて避難できる深さは、
ひざ下程度といわれてい
ます。ただし、流れによっ
ては足をすくわれる危険性
があります。

地面が見えにくくなり、マ
ンホールや水路等に落ち
てしまう危険性がありま
す。棒を使い、足元に注
意して歩きましょう。

夜間の避難は、周りの状
況が確認しにくく、非常に
危険です。可能な限り暗
くなる前に避難しましょ
う。

子どもや高齢者の避難を
手助けしましょう。
（早めの避難が大切です。）

車での避難は控え、徒歩
で避難しましょう。車は浸
水すると故障し、緊急車
両の通行の妨げになる可
能性があります。

地下道（アンダーパス）
には、水が溜まっている
危険性があります。違う
ルートを通りましょう。

同程度の地震に注意！津波注意！

家の中では

まず身を守り、落ち着い
たら火を消しましょう。

布団や枕で頭を守り、家
具が倒れてこないところ
に身を伏せましょう。

あわてて飛び出さず、ド
アや窓を開けて出口を確
保しましょう。

重い家具の近く、電灯の
真下等から離れましょう。

料理中なら 寝ていたら 入浴中なら TV を見ていたら

緊急地震速報！

身
の
安
全
を
確
保
！

地
震
発
生

❼高齢者や身体の不自由な方等の避難に協力を
❽水が引いても安全が確認できるまで戻らない

❶地震の揺れを感じたら津波に注意！
❷テレビ･ラジオや岸和田市の広報で正しい情報を！
❸避難情報が出たらすぐに避難！
❹避難は徒歩で！
❺海岸や川には近づかない！
❻地域での協力が大切です！

家の外では

ガラスの破片、看板等に
注意しながら近くの安全
な場所に避難しましょう。

ブロック塀・門柱の転倒、
ガラス・瓦の落下、切れ
た電線に注意しましょう。

すべての階のボタンを押
し、動かないなら非常用
連絡ボタンを押しましょう。

停電になっても誘導灯が
つくので、落ち着いて係
員の指示に従いましょう。

ビル街を歩いていたら 住宅地を歩いていたら エレベーターの中にいたら 地下街にいたら

買い物カゴや鞄で頭を守
り、店員の指示に従いま
しょう。

道路の左に寄せて止め、
ドアはロックせずにキーを
置いたまま避難しましょう。

吊革や手すりにつかまり、
体が放り出されないよう
にしましょう。

本棚やロッカーが倒れた
り、窓ガラスが割れたり
するので注意しましょう。

買い物中なら 車の運転中なら 電車に乗っていたら 仕事・授業中なら

※

※提供　効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議


